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事 務 所 だ よ り  

 

 

平成３０年２月号 

【企業が対応すべき、平成 30 年 1 月 1日施行の職業安定法改正ポイント】   参照：厚労省ＨＰより 

今回の主な改正でおさえるべきは、下記の 4項目です。来年 1月以降の求人で必ず対応すべき事項なの

で、確実に理解しておきましょう。  

1.募集～労働契約締結の間に労働条件に変更があった場合の、速や

かな変更内容明示  

ハローワーク等への求人、または自社で労働者の募集を行う際、当

初明示した労働条件を変更する場合には、その内容を確定後速やか

に明示しなければなりません。  

 

2.労働条件変更時の適切な変更内容明示方法  

労働条件の変更は下記の場合に、当初の明示と変更された後の内容を対照できる書面を交付する方法に

よって速やかに明示されるべきとする。  

※労働条件通知書において、変更された事項に下線を引いたり着色したりする方法や、脚注を付ける方

法での通知も可。  

・「当初の明示」と異なる内容の労働条件を提示する場合  

  例）当初：基本給 28万円／月 ⇒ 基本給 25万円／月  

・「当初の明示」の範囲内で特定された労働条件を提示する場合  

  例）当初：基本給 25万円～30万円／月 ⇒ 基本給 28 万円／月  

・「当初の明示」で明示していた労働条件を削除する場合  

  例）当初：基本給 23万円／月、営業手当 2万円／月 ⇒ 基本給 25 万円／月  

・「当初の明示」で明示していなかった労働条件を新たに提示する場合  

  例）当初：基本給 25万円／月 ⇒ 基本給 23万円／月、営業手当 2万円／月  

3.求人の際に明示すべき労働条件の追加  

労働者を募集する際に明示すべき労働条件に、下記が追加されました。  

・試用期間の有無／期間  

・裁量労働制を採用している場合のみなし労働時間  

・固定残業代を支給している場合の「金額」「手当が時間外労働何時間相当のものか」「○時間を超え

る時間外労働分の割増賃金を追加で支給する旨」の明示  

・募集者の氏名又は名称  

・派遣労働者として雇用する場合、雇用形態を「派遣労働者」と明示  

4.職業安定法に基づく指針等の遵守  

労働者条件の明示にあたり、職業安定法に基づく指針等を理解し、従うこと。  
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～ワークライフバランス支援のための助成金を活用してみませんか・・・？～ 

従業員の職業生活と家庭生活の支援をするための取組を実施した事業主等に対して支給される助成金は、 

 出生時両立支援コース 

 介護離職防止支援コース 

 育児休業等支援コース 

 再雇用者評価処遇コース          

の４種類ありますが、今回は今までご紹介していなかった再雇用者評価処遇コースについて概要をご説明します。 

再雇用者評価処遇コースとは・・・妊娠、出産、育児又は介護を理由として退職した者が、就業が可能となったときに

復帰でき、適切に評価され、配置・処遇される再雇用制度を導入し、希望する者を採用した事業主に支給されます。 

次の１、２のいずれも満たすことが必要です。 

１．妊娠、出産、育児または介護を理由とした退職者について、退職前の勤務実績等を評価し、処遇の決定に反映させる

ことを明記した再雇用制度を導入する 

２．上記制度に基づき、離職後 1年以上経過している対象労働者を再雇用し、無期雇用者として一定期間継続雇用する。 

※当初、有期契約労働者として再雇用した場合も、無期雇用に切り替えた上で一定期間継続雇用すれば対象となります。 

 

 

 

 

 

 

※上記の額を、継続雇用 6か月後、継続雇用 1年後の 2回に分けて半額ずつ支給 

 

お遍路にて・・・～第 133回～ 
  

初めて１番札所霊山寺の山門に立ったのが 48歳になった平成 15年の 6月でした。 

 15年前です。それから昨年を除き、毎年 1回年末年始にかけて出かけてきました。 

「お遍路に行こうと思った理由は何ですか？」とよく聞かれます。お遍路のイメー

ジがきつい修業とか更には映画「砂の器」に登場した親子の悲惨な遍路姿が強く残

っているのか、明るく健康的なイメージとは程遠いものなのでしょう。「そんな大変

なことを、どうしてするの？」と思われるのも不思議ではありません。 

 一人旅でも気を使わせないで違和感がない旅はないか、と探したら、「四国８８箇所お遍路」が引っかかり

ました。きっかけは偶然、たまたまでした。当時は生意気盛りで、イケイケドンドン、自己中の言動で周り

に相当の被害を与えていたと思います。当然ながら反動もあり、それがストレスとなって蓄積していたので

しょう。その最中には気づかないもので、後から振り返れば軽度の「うつ病」を発症していたのでしょう。 

札所（お寺）から札所を歩いて周り、札所に着くと般若心教を納経する、唯それだけの繰り返しですが、

そこに魔法があったのです。一つは、「目標を決める」ということです。次の札所に向け、間隔が２キロ未満

の所もあれば、３泊を要するくらい離れている札所もありますが、そこをひたす

ら目標に向け歩きます。平坦な道は少なく、岩がゴロゴロの山道、すぐ横は急斜

面のがけ道、コケや雪で滑りやすい坂道を歩きます。くたくた、ぼろぼろ、更に

は霊に取り憑かれたような姿で、やっと辿り着くのです。そして苦しかった分だ

け大きい「達成感」が心の底から湧き上がってきます。その達成感を８８回も味

わっていると、気づかないうちに心の安定を得ていました。二つ目は、般若心経

の言霊の響き、リズムがとても良いと感じます。一つの札所で２回、一巡すれば

１７６回、現在四巡目ですので７００回はお経を唱えていますが、まだまだ諳ん

じ出来ませんが、リズム感は体感できます。 体感だけでなく、この効用を地元

の大学で実証研究を進めているようです。 

 
中小企業 中小企業以外 

再雇用 1人目 38 万円＜48 万円＞ 28.5 万円＜36 万円＞ 

再雇用 2～５人目 28.5 万円＜36 万円＞ 19 万円＜24 万円＞ 


